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A-3問欠的陽圧換気と定常流換気の組み合わせによる最高気道内圧低下作用
ーモデル肺による検討
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重症の呼畷不全患者の人工呼吸では、最高気道

内圧の過度の上昇を防ぐことカf呼吸管理上の目標の

一つになる。高い気道内圧は、肺傷害を悪化させ、

圧外傷の原因にもなるからである。圧外傷が発生す

ると、呼吸管理は困難をきわめ、患者の予後はさら

に悪化する。最高気道内圧の上昇を防ぐために、

HFPPV、HFO、HFJV、permissivehypercapniaな

どいろいろと工夫されてきた。今回我々は、間欠的

陽庄換気と定常流換気を組み合わせることによっ

て、最高気道内圧をどの程度低下させ得るか、およ

びカプノグラムがどのように変化するかについてモ

デル腕を使用して調べた。

五孟モデル肺(アコマ製)に気管内チューブを挿入

し、サーボ900Cで人工呼吸を行った(図)。モデル肺

には、毎分200mlの二酸化炭素を流し込むことに

よってむC02とし、サンプリングポートよりモデル

腕内のC02分圧を測定してPAC02とした。呼吸回数

は毎分10回、 I/E比=1:2とし、サーボ900Cによる一

回換気量はPAC02が40mmHgになるように調節し

た。定常流として、気管内チューブと人工呼吸器の

接続部から挿入した外径2.8mmのポリエチレン

チューブから酸素を流した。流量は0-821minで‘段

階的に変化させ、またポリエチレンチューブの先端

の位置をモデル肺の気管(容積60m2)の深部、中間

部、浅部の3ヶ所に変化させて調べた。測定は、最

高気道内圧およびカプノグラムをカプノマックウル

ティマ (Datex社)によって、また吸気と呼気換気

量をサーボ900Cによって行った。吸気一回換気量

は、人工呼眼器による一回換気量に、吸気時間中の

定常流による換気量を計算して加えた量とした。

結果 ポリエチレンチューブの先端を深く入れるほ

ど、また定常流を増やすほど、吸気一回換気量(人

工呼吸器と定常流の和)を減少させ、気道内圧を低

下させることができた(表)。カプノグラムの波形

は、プラト一部の右肩部分が欠ける形となった。

考察 気管内に定常流を流す換気法としては、

constant flow ventilation-continuous positive 

pressure ventilation (CFV-CPPV) (J Appl Physiol 

67:817-23，1989)、trachealgas insufflation-

pressure control ventilation (TGI-PCV) (Am Rev 

Respir Dis 146:1411・18，1992)、intratracheal

pulmonary ventilation (ITPV) Anesth Analg 

78・455-61，1994)などがあり、動物実験モデルで良

好な結果を得ている。我々のモデル腕による実験で

も定常流を増加させるほど、またカテーテルの先端

を深く挿入するほど吸気一回繰気量および気道内圧

を低下させることができた。これは気道の死腔部分

のC02を呼気時の定常流が洗い出すためと考えられ

る。しかし、定常流を泊加させると、定常流による

吸気換気量が増加する。ARDS末期のような肺胞死

腔カ、治加した患者では、 Paco2とPETC02の差カf大

きいので、定常流による死腔減少効果は小さくな

り、気道内圧低下作用は小さくなると考えられた。

しかし、 permissivehypercapniaと組み合わせて使

うと、重傷患者にも効果が期待できると思われた。
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表 (Vco2~200ml/min) 

PAC02/RR 定管理(11骨}

カテ先浅部 41/10 D 

41/旬。 1.8 

41 / 10 3.8 

41 /10 6.6 

41 /10 7.8 

41 /10 10.5 

カテ先中間部 40/10 。
40/10 1.8 

40/10 3.6 

40/10 6.0 

41 /10 7.8 

カテ先深fls 40/10 。
39/10 1.8 

39/10 3.7 

22/ 0 6.8 

吸気一回換気量 量;!j気道内庄

567 18 

494 16 

487 15 

453 14 

456 14 

438 13 

562 18 

493 16 

468 15 

409 13 

346 11 

578 19 

476 15 

247 9 
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